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１Ｃ２２

「地域に生き世界に伸びる」～連携の多様性～

○安田 誠，荒平智子（大阪大学大学院工学研究科社会連携室）

 はじめに

大阪大学は「地域に生き世界に伸びる」を基本理念に掲げ、優れた人材の育成と先端的な学術成果の

創出を通じて、地域と世界に貢献してきた。その源流には、大坂の庶民が創設した「懐徳堂」や、日本

各地から志ある若者が集い蘭学を学んだ「適塾」に育まれた市民精神がある。この精神は、大学と社会

の垣根を越えて地域と共に歩み、実学の精神で時代の課題に挑み続ける姿勢として受け継がれている。

本発表では、連携多様化の最新動向を報告するとともに、本学の「実学重視」の源流を振り返り、そ

の強みを活かした今後の連携のあり方を考える機会としたい。

 工学研究科の沿革

工学研究科の歴史は 年大阪市北区玉江町に大阪工業学校が創設されたことに始まる。当時、大

阪は商業はもちろん、紡績・造船等の工業においても急速な発展を遂げており、官民一体となって工業

学校の設立に取り組んだ。以来、地域社会や地場産業とともに発展し、 年には創立 周年を迎え

る。このように大学だけでなく、工学研究科も同様に、中央政府の計画に基づいて創立されたものでな

く、産業界からの強い要望によって誕生した歴史を持つ。そのため、創設時の実学的伝統を今も受け継

ぎ、発展させている。

 連携の多様性

大学の共同研究は、単なる学術深化にとどまらず、社会に新たな価値をもたらす力を持ち、個別では

困難な課題も、異なる分野・立場の協働により視点が交差し、技術や知識の融合から新たな展開が生ま

れる。工学研究科は、地域や企業に加え行政機関とも連携し、「産・学・官」連携の多元的な体制を構築。

近年では一対一の協力を超え、「産 ・学・官 」といった複数主体によるネットワーク型の共同研究や

共創プロジェクトを推進し、より持続的で戦略的な協力関係を育んでいる。

 
事例「業界クラスター型」

国際競争力強化に向け、業界全体をリードする研究・教育拠点としての役割を「共同研究講座」を基盤に

して推進：「阪大 」

事例「効率的、効果的なインフラ運営」（企業・阪大・地方自治体／国土交通省「インフラ群マネ」）：

「さいたま市、インフロニアホールディングス、大阪大学大学院工学研究科 包括連携協定」

事例「海洋プラスチックごみ対策」（企業・阪大・地方自治体／大阪府「おおさか海ごみゼロプラン」）：

「“海ごみゼロおおさか”未来創造プロジェクト」に関する事業連携協定」

図１ 大阪工業学校（正面が本館） 図 2 大阪高等工業学校校門 図 3 大阪帝国大学工学部正門 
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事例「老朽インフラの維持管理」（企業・企業・阪大・地方自治体／大阪泉州地域１２自治体）：

「ドラレコ・ロードマネージャーを活用した維持管理の研究に関する協定」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４．まとめ （産 ･学･官 の連携で「地域に生き世界に伸びる」）

大阪大学大学院工学研究科は、 専攻および 附属教育研究施設を擁し、 を超える研究室が集

積する国内有数の規模を誇る。この多様な研究基盤により、現代社会のあらゆる分野に対応できる体制

を整え、企業との連携のみならず、中央省庁や地方自治体等の行政機関、国立研究機関、さらには業界

全体との多元的な連携を可能としている。

社会課題が広域、複雑になるほど関係者は増え、多様な連携が求められる。より持続的、戦略的に多

種多様なパートナーと共創する「産 ･学･官 」の多元的連携は、地域や産業の課題解決から国際貢献、

国際競争力、国際標準化等へと発展する。

地域と共に歩む活動の核となり、地球規模での課題解決に貢献することは、大学に求められる大きな

役割のひとつである。

参考文献

 国立大学法人大阪大学 今治造船株式会社 ジャパンマリンユナイテッド株式会社 日本シップヤ

ード株式会社 一般財団法人日本海事協会 株式会社 日本海事産業の国際競争力の向上へ！大

阪大学大学院工学研究科に「先進海事システムデザイン共同研究講座」を 年 月に設置 大阪

大学プレスリリース 年 月 日

 インフロニア・ホールディングス株式会社 さいたま市、大阪大学大学院工学研究科と包括連携協定

を締結 インフロニア・ホールディングスプレスリリース 年 １月 日

 大阪大学大学院工学研究科、大阪府、古野電気株式会社 「“海ごみゼロおおさか”未来創造プロジ

ェクト」に関する 事業連携協定を締結します 大阪大学プレスリリース 年 月 日

 貝塚市 ドラレコ・ロードマネージャーを活用した維持管理の研究に関する 協定締結式の開催につ

いて ～地域インフラ群再生戦略マネジメントにおける道路分野におけるモデル事業～ 貝塚市プ

レスリリース 年 月 日

図 4 「“海ごみゼロおおさか”未来創造プロジェクト」 図 5 「ドラレコ・ロードマネージャーを活用した維持管理の研究  
に関する協定」 
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